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第２７回日本介護福祉教育学会の開催にあたって 

 

テーマ「コロナ禍における介護福祉士養成教育の実践と今後の教育の在り方」 

  

2021 年度の日本介護福祉教育学会の開催にあたり、ご挨拶とご案内を申し上げます。 

 2020 年 1 月から我が国においても世界的な新型コロナウイルスによる感染爆発の影

響が顕著に現れました。そのため、2020 年度の学会開催は、中止を余儀なくされました。

2021 年度の学会において、九州の現地での開催は困難を極め、結局はオンラインによる

学会を開催するに至りました。 

 本学会も他の学会と同じく学会会員の研究発表の場がなくなることは、学会の存在意

義が問われることになり、会員の研究成果である業績の発表の機会を失うことにもなり

ます。また、このパンデミックの状況下で介護福祉士養成教育は大きな困難にぶつかり

ましたが、一方、その中で変わらずに大切にすべきことや、新たな課題と可能性も見え

ています。 

 今回は、テーマでありますコロナ禍での教育の対策の実践事例を通し、今後の介護福

祉士養成教育の在り方を議論していきたいと思います。同時にエッセンシャルワーカー

の加害事件が散見される状況下で、生命の尊厳重視の養成においても新たな方向性を考

える機会になればと思います。 

 今回の第 27 回日本介護福祉教育学会の開催は、オンラインのため 2022 年 3 月 26 日

土曜日のみの開催となります。多くの関係者に介護福祉士養成教育の重要性を認知して

いただくため、学会会員のみならず、介養協会員校関係者の参加費も無料にいたしまし

た。 

 多くの方々のご参加を祈念申し上げます。 

 

第２７回日本介護福祉教育学会 

実行委員長 西島 衛治 

（九州看護福祉大学名誉教授） 
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第２７回日本介護福祉教育学会 
 

開 催 の ご 案 内 

 

１．テーマ   「コロナ禍における介護福祉士養成教育の実践と今後の教育の在り方」 

 

２．会 期     令和４（２０２２）年３月２６日（土） 

          ９時３０分～１６時３０分  

 

３．会 場     オンライン開催（Zoom を使用） 

（URL 等については参加を申し込まれた方のメールアドレスに後日

送付いたします。） 

 

４．参加費     無 料 

 

５．主 催     日本介護福祉教育学会 

公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会内 

〒113-0033  

東京都文京区本郷 3-3-10 藤和シティコープ御茶ノ水２階 

           

６．主 管     第２７回日本介護福祉教育学会 実行委員会 

公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 九州ブロック有志 

公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 教育力向上委員会有志 

             大会事務局：学会事務局（公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会内） 

〒113-0033 東京都文京区本郷 3-3-10 藤和シティコープ御茶ノ水２階 

             E メール<gakkai@kaiyokyo.net>・Tel: 03-3830-0471・Fax: 03-3830-0472 
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７．プログラム 日程 

令和４（２０２２）年３月２６日（土） 

 9：00 受付開始（Zoom ウェビナー） 

 

 9：30 第２７回 日本介護福祉教育学会開会式（Zoom ウェビナー）       

     １．開会挨拶  第２７回日本介護福祉教育学会 実行委員長 西島 衛治 

２．主催者挨拶 公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会会長 

        日本介護福祉教育学会会長         澤田 豊 

 9：50～ 休憩 

 

 10：00～11：00 基調講演（Zoom ウェビナー） 

     「専門学校教育の『強み』とは何か？ 

－エッセンシャルワーカーの養成に焦点を当てて－」   

      福岡大学 人文学部  教育・臨床心理学科  教授  植上 一希 氏 

  

11：00～ 休憩 

  

 11：10～12：40 シンポジウム（Zoom ウェビナー） 

    テーマ『コロナ禍における介護福祉士養成教育の実践と今後の教育の在り方』  

     コーディネーター：聖隷クリストファー大学 教授  野田 由佳里 氏 

コメンテーター ：福岡大学        教授  植上 一希  氏 

シンポジスト  ：日本介護福祉士会前会長・熊本県介護福祉士会会長 

  石本 淳也  氏 

長崎純心大学      教授  澤  宣夫  氏 

大阪人間科学大学    准教授 杉原 久仁子 氏 

 12：40～ 休憩 

 

13：30～16：00 分科会（Zoom ミーティング） 

      ・第１分科会 「感染症教育」 

      ・第２分科会 「介護福祉教育（ICT 活用を含む）」 

      ・第３分科会 「実習教育」 

      ・第４分科会 「その他」 
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 16：00～ 休憩 

 

16：10～16：30 閉会式（Zoom ウェビナー）                 

     １．次期開催ブロックからの挨拶 

     ２．閉会挨拶 

 

８．参加の申し込みについて 

 ・参加の申し込みは、以下の URL にアクセスして手続きをしてください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSchTzC5HyQkIHjEqfNMfFQbw6ssXVjJo76vMZ3vbYwOXk1JWQ/viewform 

※申し込みの受付は、令和４年３月１４日（月）までです。 

 ●参加費：無料 

 

９．分科会発表申し込みについて 

 ・分科会発表申し込み受付期間は終了致しました。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSchTzC5HyQkIHjEqfNMfFQbw6ssXVjJo76vMZ3vbYwOXk1JWQ/viewform
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基調講演 

「専門学校教育の『強み』とは何か？ 

 －エッセンシャルワーカーの養成に焦点を当てて－」   

福岡大学 人文学部  教育・臨床心理学科  教授  植上 一希 氏 

 

○プロフィール 

福岡大学人文学部教授。博士（教育学）。専門学校

における教育や学習の特長に着目し、フィールドワ

ークを続けている。著書に『専門学校の教育とキャ

リア形成』など。文部科学省「専修学校の質の保証

・向上に関する調査研究協力者会議」委員など。 

 

〇要旨 

 人口減少や少子高齢化、DX などの技術革新とい

った社会構造が大きく変革している中、地域の職業

人を養成する専門学校の役割は高まっていくと考え

られるものの、現実には大学と比較して専門学校の

強みや意義が社会に正しく理解され評価されているとはいいがたい。こうしたなか、一

部の分野や地域では、若年人口の減少なども重なり、存続の危機にさらされている業界

や学校も少なくない。 

 こうした状況に対し、専門学校教育の「強み」を言語化し、関係者間で共有すること、

そして、社会に発信していくことは、状況改善のための有効な手段となるはずだ。本報

告では、こうした観点から、専門学校教育の「強み」とは何か、という問いを中心に報

告を進めたい。 

 なお、コロナ禍において、改めて「エッセンシャルワーカー」の重要性が着目されて

きた。このエッセンシャルワーカーを養成する教育の意義についても、報告においてふ

れていきたい。 

 

 

●お問い合わせ先：<gakkai@kaiyokyo.net> 

公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 

日本介護福祉教育学会 事務局 担当・菅原 


